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                        羽化したてのコシアキトンボ 

 
 
 
 
 

 
 
  
アメリカザリガニの

オス 

 日 程 対 象 
１  ６月 ５日（日） トンボ 
２   ６月２６日（日） 水生生物 
３   ８月 ７日（日） セミ・チョウ 
４   ９月１８日（日） シ ダ 
５ １０月１６日（日） キノコ 
６ １１月 ６日（日） 植 物 
７ １２月 ４日（日）  鳥 

万博記念公園・生きもの見わけ方講座（上） 

園内の“自然ふれあい”を紹介するページ 

受講生たちのひと言感想  シオカラトンボの水面への産卵をゆっくり見れ

感動しました。 トンボのオス、メスの見分け

方もしっかり勉強しました。ほんとうに充実し

た時間をすごしました。 

 トンボについて構造等良くわかり勉強になっ

た。コシアキトンボも初めて見ることが出来た

のもよかった。トンボについての興味がわき

ました。 

トンボ 

水生生物 

万博記念公園の身近な生きものや植物に親しみ、

その特性などを学び、基本的な見分け方のノウハウを

身につける講座です。園内の“生きもの調査”にボラン

ティアで参加していただくこともめざしています。 

園内の自然をよく知る専門家から、実際のフィール

ドで自然に触れながら生きものについて詳しく学べま

す。 



 
 
 

 

 
                                 
 

 
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゴマダラチョウ 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

セミの抜け殻の集計 

 

◆公園内では一般来園者の生物の捕獲は 

禁じられています。 

 

 草木の種類によってセミのぬけがらの多いとこ

ろと少ないところがある。キチョウ、ホシミスジ、

ヒメアカタテハ、きれいな羽根の紋よう、表と裏

のもようがちがうのをはじめて知りました。 

 チョウの基本的な見分け方、セミの抜けがら数

の調査で環境の変化を知ることができるのがよ

くわかりました。 

 アメリカザリガニのオスとメスの区別がわかり

ました。水生生物は動きが早くてつかまえる

のが難しかったですが、楽しかったです。フウ

センムシの動きもおもしろかったです。 

 水生生物のすくい方を教えて頂き、泥をあま

り入れない様にしたら、生物が２種、網に入っ

て嬉しかったです。 

 

セミ・チョウ 


